
D3 ： プロジェクト実施中に、即時データ把握の手法や情報ツールを他の活動的火山で試用 

D3：火山災害対策のための情報ツールの開発 
   （火山防災協議会・自治体と協力） 
 
 
 
 
D3：情報ツールの有効性の実証実験 
   （モデルケース：桜島・那須岳） 

            火山災害状況リアルタイム把握 事務局案 

火山ＰＪ ： 手法の開発とモデルケース（桜島・那須岳）について検証 

噴火事象系統樹 
中長期予測 

火山活動活発化 火山活動平穏 

活動の推移予測 

噴火 

C1：噴火事象分岐予測の開発 
C2：噴火履歴調査による中長期噴火予測 
       ・噴火事象系統樹の作成 
C3：マグマ移動シミュレーション 

噴火災害のリアルタイム把握と予測 

気
象
庁 

A：各種観測データの一元化 

自治体 

B1：ミュオンによる火道透視 
B2：地殻変動観測・火山表面現象観測 
B3：火山ガス観測 
B4：機動観測・データ即時処理技術 

D1：無人機による火山災害のリアルタイム把握 
D2：リアルタイム火山灰ハザード評価 
C3：ハザード予測シミュレーション 

・過去の噴火履歴をもとに、可能性のある複数の 
 噴火現象の時間的推移を示す系統樹の作成 
・中長期的な今後の噴火時期の見通し 

・どのような噴火様式（タイプ） 
 で噴火するか予測 

・噴火様式の変化の予測 
・噴火終息の見通し 

・火山噴出物（噴石・火山灰・溶岩流・火砕流等）の 
 到達範囲の現状把握 
・火山灰・溶岩流等の到達範囲の今後の予測 

火山防災協議会 

自治体による火山災害対策へのリアルタイムのデータ・情報の活用 

プロジェクト終了後 ： その他の火山へ展開 

リアルタイムのデータ・情報 
 ・火山の活動状況の観測データ 
 ・噴火の推移の予測情報 
 ・火山噴出物の到達範囲のデータ 
 ・火山灰や溶岩流の到達予測情報 
 

観測データ・予測情報の可視化 
⇒ グラフ・地図（GIS）等 

噴火活動中 

連携・ 
調整 
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